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技術・家庭科における情報活用能力を育てる

情報通信ネットワークの指導の工夫
-Ｗｅｂサイト教材「みやＧＯねっと」の開発と活用を通して-

長期研修Ⅱ研修員 星野 治道

《研究の概要》

本研究は、コンピュータ室内のネットワークにおいて、情報共有や情報交換を体験でき

るＷｅｂサイト教材「みやＧＯねっと」を開発した。その特徴を活かした「情報共有のよ

さ」や「ルールやマナーの必要性」を実感させる学習は、技術・家庭科技術分野の情報通

信ネットワークの指導において、生徒の情報を有効に活用する意欲を高め、情報を適切に

扱う態度を育てるなど、情報活用能力の育成に有効であることを明らかにした。

キーワード 【技術･家庭科 技術分野 情報とコンピュータ Ｗｅｂサイト教材】

Ⅰ 主題設定の理由

技術・家庭科では、「高度情報通信社会の進展

を踏まえ、『情報活用能力を育成する』観点から、

コンピュータの活用に必要な基礎的・基本的な内

容を実践的・体験的な学習活動を通して指導す

る」とされている。ここでいう、『情報活用能力

を育成する』とは、「情報活用の実践力」「情報

の科学的な理解」「情報社会に参画する態度」を

バランスよく身に付けさせていくことである。

こうした力を育成していくためには、コンピ

ュータの仕組みや操作、ソフトウェアについて指

導するだけでなく、課題や目的に応じて情報を扱

うなどの学習を進めていくことが必要となる。

協力校の中学２年生111名に、情報活用に関す

るアンケートを平成19年７月に実施した。その結

果、生徒の多くはコンピュータやインターネット

が情報収集に役立つと考えているが、人と協力す

るときに有効だと考える生徒が少ないこと、ルー

ルやマナー、相手への配慮に関する意識は高いこ

とが分かった。

・ 情報を収集するときにコンピュータやインターネットは役立つと思う 96.3%

・ いろいろな人と協力するときにコンピュータやインターネットは有効だと思う 53.7%

・ インターネットを利用するときのルールやマナーを守ろうと思う 81.5%

・ 相手の気持ちを考えて情報発信することが大切だと思う 88.9%

一方で、インターネットの掲示板への書き込み

によるトラブルなどの事例も発生しており、ルー

ルやマナーを知識として分かってはいるが、日常

生活でそれを実践する態度は、十分に身に付いて

いるとはいえない。

このような生徒に、情報活用の知識や技能、情

報を有効に活用する意欲を高めるとともに、ルー

ルやマナーを実践できる態度を身に付させていく

ことが課題として挙げられる。

こうした課題を解決していくためには、情報通

信ネットワークの学習において、生徒が実際に情

報共有や情報交換を体験できる学習環境を整備

し、活用していくことが必要と考える。

しかし、そうした学習環境を整備していくため

には、設備の更新やソフトウェアの新規購入など

の費用が必要であり、現状では難しい。

そこで、無償で提供されているソフトウェアや

ツール（以下オープンソースという）を用いて、

生徒が情報共有や情報交換を体験できるＷｅｂサ

イト教材を開発し活用していこうと考え、本主題

を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

Ｗｅｂサイト教材「みやＧＯねっと」を開発し

活用することは、技術・家庭科における情報活用

能力を育てる情報通信ネットワークの学習におい

て、次の二つの面で有効であることを授業実践を

通して明らかにする。

○ 情報共有のよさを実感させることで、情報を

有効に活用しようとする意欲を高める。

○ ルールやマナーの必要性を実感させること

で、情報を適切に扱う態度を育てる。
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Ⅲ 研究の内容・方法

１ 基本的な考え方

生徒相互の情報共有や情報交換を体験できる学

習環境としては、公共のネットワークを利用した

り、校内ネットワークを利用したりすることが考

えられる。公共のネットワークは、個人情報保護

の観点から、生徒が実際に情報を発信したり、受

信したりする活動に利用することは難しい。

そこで、校内ネットワーク上で利用するＷｅｂ

サイト教材を開発することとした。なお、開発に

当たっては、費用面での負担を考慮し無償で使え

るオープンソースを利用した。

Ｗｅｂサイト教材は、技術・家庭科、情報とコ

ンピュータの情報通信ネットワークにかかわる学

習で活用する。具体的には、コンピュータやソフ

トウェアを活用して作品を制作する題材で、生徒

相互の情報共有や情報交換を行う学習場面での活

用を考えた。

図１はＷｅｂサイト教材を活用した、技術・家

庭科の情報通信ネットワークの学習のイメージで

ある。情報共有や情報交換が体験できるＷｅｂサ

イト教材を用いた、目的をもった実践的な情報活

用の実体験を通して、次の二つの面での効果が期

待できると考える。

○ 課題解決のための情報共有の場面で、情報の

収集・判断、処理・発信を実体験させることに

より、情報共有のよさを実感させ、情報を有効

に活用しようとする意欲を高める。

○ 課題解決のための情報交換の場面で、情報の

受信者・発信者の立場で相手を意識した情報の

受発信を実体験させることにより、ルールやマ

ナーの必要性を実感させ、情報を適切に扱う態

度の育成を図る。

このように、本研究は、Ｗｅｂサイト教材の開

発と活用を通して、技術・家庭科の情報通信ネッ

トワークの学習において情報活用能力の育成を目

指すものである。

図１ Ｗｅｂサイト教材を活用した学習のイメージ
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２ Ｗｅｂサイト教材「みやＧＯねっと」の概要

(1) 「みやＧＯねっと」の構築

本研究で開発したＷｅｂサイト教材は協力校の

イメージと「みんなにやくだつ情報社会へＧＯ」
． ． ．．

という意味から、「みやＧＯねっと」とした。

表１ オープンソース・インストール環境

XAMPP MySQL、Apache、PHP、などWindowsでサー

バ構築に必要なソフトウェア群の略称。

NetCommons 学校のホームページ作成の効率化を目指し

て開発された、CMS( Content Management

System )の一種。電子メールの送受信程度の

操作技能があれば、簡単に利用することができ

る。

インストール CPU PentiumⅢ、800MHz以上

環境 HDD 30GB以上

ﾒﾓﾘ 256MB以上

「みやＧＯねっと」は表１のようなオープンソー

スを用いて、生徒が情報共有・情報交換を体験で

きるＷｅｂサイト教材となるように開発した。

(2) 「みやＧＯねっと」の構成

「みやＧＯねっと」には図２のように、教師か

らの指示や情報提供、生徒間の情報共有・情報交

換のためのページなどを設置し、生徒が学習活動

の中で利用できるようにした。

情報共有・情報交換に活用するページには、学

年全体、クラス全体での意見交換や情報収集に加

え、複数のクラスの生徒間で利用できるページを

設置した。

図２ 「みやＧＯねっと」の構成

○カレンダー機能による学習予定

○学習の参考になるURLの記載
○ユーザ名やパスワードによるログイン画面

○会員の登録状況の表示

○利用できるページの表示

○『班Room』のページ 設置数18
班員の生徒のみ利用できる

・掲示板………班内の意見交換用

・アンケート…班のテーマを決める際の投票に利用

○班員は必要に応じて、自分で掲示板などの機能を設

置できる

○『クラスRoom』のページ 設置数3
各クラスの生徒のみ利用できる

・掲示板……クラスの意見交換用

・レポート…生徒の意見を一斉に集める際に利用

・チャット…クラスで意見を交換する際に利用

トップページ
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○ユーザ名とパスワードの入力

ログインにより利用できるページ

ＭｙＲｏｏｍ

○『授業Room』連絡指示用のページ 設置数1
生徒全員が利用できる

・お知らせ…学習で必要な資料提示

・レポート…情報の共有・交換でトラブルがあ

った場合の相談窓口

○『学年Room』 意見交換用のページ 設置数1
生徒全員が利用できる

・お知らせ…各クラスの授業の進度状況を表示する

・掲示板……学年全体の意見交換用



- 4 -

①トップページ

トップページには、カレンダー機能を利用して

学習予定を載せたり、リンク機能を利用して学習

に役立つURLを載せたりして、生徒への情報提供

をできるようにした。

②ユーザ名とパスワード

トップページは、誰でも閲覧・利用可能である

が、GroupRoomやMyRoomなどを閲覧・利用するた

めには、ユーザ名・パスワードによるログインが

必要である。事前に生徒全員のユーザ名・パス

ワードを設定しておき、授業の初めに配付した。

なお、パスワードについては、生徒が自由に変

更でき、その管理は生徒自身に行わせた。これに

より、生徒が情報セキュリティやパスワード管理

の重要性を認識できるようにした。

③MyRoom

生徒がログインすると最初に表示されるペー

ジ。会員登録の状況や参加できるRoomが表示され

る。MyRoomは登録された会員個人のみ閲覧するこ

とができる。

④GroupRoom

登録した会員のみ表示され、利用できるページ。

情報共有・情報交換など目的や内容に応じて、使

い分けることができるように、前頁図２に示すよ

うにGroupRoomのページを複数設置した。また、

各GroupRoomには、表２のような機能を設置し、

授業の場面に即して活用できるようにした。

表２ GroupRoomに設置した機能

機能 各機能の特徴

文書や画像などを一斉に集めることができる機
レポート 能。友達の文書や画像などを一斉に集めたり、教

師が生徒の作品を一斉に集めたりすることができ
る。【情報共有】

生徒が情報を受発信する際、最も活用する機
掲示版 能。友達が投稿した内容に対して、意見や感想を

返信するなど、情報の発信が簡単に行える。
【情報共有・情報交換】

選択肢によるアンケートを簡単に作成・実施で
アンケート き、グラフ表示もできる機能。生徒が学級内や学年

内でアンケートを実施したり、教師が生徒の希望や
自己評価を収集したりする際に利用できる。
【情報共有】

連絡事項をすべてのページに表示できる機能。ト
ップページ、GroupRoomなどすべてのページに表
示されるので、全員で共通理解したり、周知徹底し
たりする際に利用できる。下図は、提示資料として
利用した例である。【情報共有】

お知らせ

一つの話題について容易に意見交換できる機
チャット 能。入力は文字に限定されるが、瞬時に入力内容

が一覧表示できるので、学級での討論などで利用
できる。【情報交換】

Ⅳ 授業実践

１ 授業実践の概要

対象 伊勢崎市内協力校（中学校第二学年）

教科 技術･家庭科技術分野 「Ｂ 情報とコンピュータ」(3)(4）

題材名 地域の文化や伝統のよさを知らせるポスターをつくろう

目標 「地域の文化や伝統のよさを知らせるポスターをつくろう」において、情報の共有や交換を行いながらポスターを構想し制
作する学習を通して、コンピュータやソフトウェアに関する理解を深め、情報を適切に扱うための知識や技術、態度を身に付
けることができる。

期間 平成19年10月16日～12月20日

授業者 星野 治道 （長期研修員）

２ 検証の観点と方法

検証の観点 検証の方法

生徒は「みやＧＯねっと」を活用した学習により、 ・授業実践前、後における情報活用にかかわるアンケートの実施と分析・

・情報共有のよさを実感し、情報を有効に活用する意欲が 考察

高まったか。 ・「みやＧＯねっと」への生徒の書き込みの状況、具体的な活用状況の調

・ルールやマナーの必要性を実感し、情報を適切に扱おうと 査・分析

する態度が育ったか。 ・授業中の生徒の取組の観察調査・学習カード等への書き込みの様子を

把握・分析
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３ 授業実践にかかわる指導の経過

時間 ねらい 学習活動 「みやＧＯねっと」の活用場面

情報共有のよさを実感 ルールやマナーの必要性を実感

共通課題 「地域の文化や伝統のよさを知らせるポスターを作ろう」

第 ○情報通信ネットワーク ○パスワードの秘密を守ることの重 ○学年Ｒｏｏｍの掲示板に東京 ○理解しやすい内容になるよ
1 の利点と問題点について 要性から、自分で変更する。 校外学習の感想や印象を投稿 う投稿内容を考え、掲示板に
時 理解する。 ○掲示板の基本的な操作方法を知 する。 投稿する。

る。

○情報通信ネットワーク ○情報通信ネットワークの仕組みと ○班Ｒｏｏｍの掲示板を使って、 ○制作テーマについて、自分
第 の構造と利用方法を理解 情報社会の光と影について、ワーク 他のクラスのメンバーとポス の考え具体的に分かりやす
2 する。 シートにまとめる。 ターの制作テーマについて相 く、班Roomの掲示板に投稿
時 ○同じ班の友達に班Ｒｏｏｍの掲示 談する。 する。

板を使ってポスターのテーマ案につ
いて意見を発信する。

第 ○応用ソフトウェアの使 ○練習作品で利用するプレンゼン ○トップページに示された、教 ○活用する応用ソフトウェア
3 い方とデータの処理がで テーション・図形処理・表計算処理等 師の作品見本を参考に、ポス について、自分の考えを分か
時 きる。 のソフトウェアの使い方を知る。 ター制作に必要な応用ソフトウ りやすく、班Roomの掲示板に

ェアについて知る。 投稿する。

○ポスターづくりに必要 ○Ｗｅｂページ上の見本から、よりよ ○クラスRoomの掲示板へ自分 ○自分の意見が正確に伝わ
第 な、機能や構成上の工夫 いポスター作りを行うための観点を考 が見つけた作品のよさや工夫 るよう、言葉遣いに気を付け
4 点を知り構想に生かすこ える。 点を投稿し、クラス全員の意見 ながら投稿する。
時 とができる。 ○参考になった点を、同じ班の友達 を知る。

に掲示板によって知らせる。

第 ○構想で取り入れた工夫 ○プレンゼンテーション・図形処理・ ○トップページに貼られたリン ○班Roomの掲示板への投稿
5 点を作品で実現できるよ 表計算処理等のソフトウェアを必要 クにより、Ｗｅｂ上のポスターの 内容、表現や言葉遣いなどの
6 う、必要なソフトウェアを に応じて活用し、ポスターの制作を行 優秀作品を見本として参考に 問題点について友達と話し合
時 選択して制作が行える。 う。 する。 う。

○作品に必要な修正の ○クラス内の友達の作品を見て、改 ○クラスＲｏｏｍの掲示板で、制 ○相手の気持ちに配慮しなが
第 ポイントを知り、修正の計 善点についてアドバイスの交換を行 作した作品について、友達とア ら、友達へのアドバイスを投
7 画が立てられる。 う。 ドバイスし合う。掲示板に投稿 稿する。
時 された、他の友達のアドバイス

も参考にする。

第 ○作品の制作と修正が ○プレンゼンテーション・図形処理・ ○トップページに貼られたリン ○自分の考えが正確に伝わ
8 行える。 表計算処理等のソフトウェアを必要 クにより、Ｗｅｂ上のポスターの るよう、言葉遣いや表現に気
9 に応じて活用することでポスターの制 優秀作品を見本として参考に を付けながら投稿する。
時 作と修正を行う。 する。

○学習を振り返り、作品 ○友達の作品を見た感想を、掲示板 ○学年Ｒｏｏｍの掲示板に、友 ○友達の努力を尊重し、相手
第 の反省を行い、情報を有 に投稿する。 達の作品を見た感想を投稿し、 の気持ちを傷付けないように
10 効に活用する方法や態 ○制作の過程と情報の交換の仕方 学年全員で共有することで、学 作品の感想を投稿する。
時 度について知る。 について良かったこと・反省すること 習のまとめに役立てる。

について振り返る。

４ 授業実践

（１） ＜第４時＞「みやＧＯねっと」の活用により情報共有のよさを実感させる。

【ねらい】

○ポスターづくりに必要な、機能や構成上の工夫点を知り構想に生かすことができる。

主な学習活動と「みやＧＯねっと」の活用 生徒の反応

○ポスターの見本を見て気付いた、作品のよ ○見本のポスターを見ると「うわーすごい」「きれいで分かりやすい」など、生徒が想像し

さや工夫について、クラスRoom掲示板に ていたものよりレベルが高いことに驚きの声があがる。文字の大きさやグラフなどに注

投稿する。 目し、それぞれの生徒は、自分なりに見本のよさや工夫点に気付いていた。

・「みやＧＯねっと」のクラスRoomの掲示板を ○次々に投稿が表示されると、生徒は内容の感想を話し始めた。また、数十人の意見や

一覧表示することで、すべての生徒の意 気付いたことが一度に表示されるので、生徒は夢中になって投稿された記事を読み始

見や考えを共有することができる。 めた。

○一瞬にして多くの投稿内容が表示されることに驚く生徒も見られ、「○○君の意見が今

出た」などの声が上がった。

○私は地図があると便利だと思うわ。

○僕の考えと同じ人がいる。

○タイトルの色を工夫することには気付かなかったなあ。

○みんなの意見が一度に見られるから参考になる。



- 6 -

○掲示板から参考となる意見を取り上げ、全 ◇ ポスターの制作に必要な工夫点に

体の場で口頭で話し合うことで４つの観点 ついて生徒が行った実際の投稿

にまとめる。

○自分のポスターの構想で生かしたい工夫

点を班の友達に伝えるため、掲示板に投

稿する

・場所や時間が異なっても、友達と情報共有

と情報交換が行えることから、掲示板の有

効性に気付かせる

○自己評価を行い、本時の感想をワークシ

ートに記入する。

（２） ＜第５・６時＞「みやＧＯねっと」の活用によりルールやマナーの必要性を実感させる。

【ねらい】

○構想で取り入れた工夫点を作品で実現できるよう、必要なソフトウェアを選択して制作が行える。

主な学習活動と「みやＧＯねっと」の活用 生徒の反応

○生徒が掲示板を活用する上で問題と思っ ○投稿された内容の分かりやすさについて

ていることや、情報交換を円滑に行えない ・週に一回の貴重な意見交換なので、もっと要点を絞って欲しい。

原因についてワークシートに記述する。 ・具体的な内容がなく、分かりにくい人がいる。

・「みやＧＯねっと」のＧｒｏｕｐＲｏｏｍに設置さ ・遊び感覚で投稿するのは本人は楽しいけど、読むのは大変なので考えて欲しい。

れた掲示板をもう一度、確認させ、「顔アイ ○情報の受け手の気持ちへの配慮

コンを過度に使った例」「過度の遊び感覚 ・言葉遣いが悪いと読むのが不愉快。あだ名で呼ぶのは本当にやめて欲しい。

で投稿した例」「友達をあだ名で呼んで投 ○顔アイコンの使い方について

稿した例」などに注目させる。 ・顔アイコンばっかりで文がないので無駄。

・顔アイコンばかりだと見にくい。

○ワークシートにまとめたことを、口頭で発表 ・顔アイコンを使うのは楽しいけれど、上手に分かりやすく使った方がいいと思う。

し合い、お互いの考えを知る。

○掲示板を使う際のルールやマナーを確認

する。顔アイコンの使用については、すべ

て禁止するのではなく、文字では伝えにく

い内容を表現する効果が効果があること

を例で示し、有効に使うよう話をする。

○生徒の意見をまとめ、ルールやマナーとし

て次の４点を確認する。

【生徒の感想】

○いろいろ考えたり工夫したりしなければいけないことがわかった。

○見本だけでなく、掲示板を見たことでよいポスターをつくるために必要なことが分かった。

○自分で気付かなかったことも、友達は気付いていたので参考になったし、すごいと思った。

○色々な人の意見がすぐ見られるから、考える意欲がわく。工夫したいことを、みんなで持ち寄ったの

で、 たくさんのことを知ることができた。

掲示板でみんなで意

見を出し合うと、よく

分かるわ。

◇分かりやすく正確な表記をする

◇相手の気持ちに配慮した投稿内容にする

◇相手が見えないからこそ、言葉遣いを丁寧に

する

◇顔アイコンはひとつ程度で投稿する

【生徒の感想】

○ルールやマナーの大切さが分かりました。掲示板は便利だけど、やっぱり決まりがないと、

みんな勝手なことを始めてしまいます。それでは、掲示板の役を果たせないと思います。

○掲示板で何か意見を交換するのは楽しいけど、調子づいてきちんと使えない人がいる。役に

立つ掲示板になるようルールができてよかった。

○僕は乱暴な言葉でつい投稿してしまうけど相手が読みづらいとか考えなかったので、これか

ら考えたい。

○掲示板は相手が見えないからこそ、きちんとしなければい

けないことがあるんだよ。

○相手を意識して情報を発信することで、情報を有効に活用

できるんだよ。

○授業Ｒｏｏｍの「お知らせ」に載せた、相手を意識した情報

発信の大切さも参考にしよう。

◇構成や配置の工夫

◇機能的な工夫

◇オリジナリティーやアイデア

◇配色や効果の工夫
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（３） ＜第７時＞「みやＧＯねっと」の活用により、情報共有のよさとルールやマナーの必要性を実感させる。

【ねらい】

○作品に必要な修正のポイントを知り、修正の計画が立てられる。

主な学習活動と「みやＧＯねっと」の活用 生徒の反応

○よりよいポスター制作のために、掲示板で ◇友達へのアドバイスの実際

クラスの友達と意見を交換したり、アドバイ

スをし合ったりする。

・ クラスRoomの掲示板によって全員のアド

バイスの交換の様子を一覧で表示するこ

とで、すべての生徒の意見や考えを共有

することができる。

○友達からのアドバイスをもとに、作品の改

善点をワークシートに具体的に記入する。

○クラスRoomの掲示板に投稿が始まると友達からのアドバイスを読んで「へえー」「そう

か」などの声があがる。

○自分の作品へのアドバイスを確認した後は、掲示板の一覧で他の友達へのアドバイス

を見ている生徒が多かった。

○本時の学習についてワークシートに感想を

記入する。

【生徒の感想】

○今日は友達のアドバイスが手助けになってよかったです。

○友達のアドバイスがとっても役に立った。

○友達のアドバイスをもとにして、よい作品がつくれるよう頑張りたい。

○友達のアドバイスを聞いて、だんだん全体のイメージがつかめたのでよ

かったです。

○みんなにアドバイスしながら、自分の作品に「これはやった方がいい」

と思う点に気付いた。

○他の友達がもらったアドバイスも参考

にしよう。

○みんなのアドバイスがわかりやすい表

現になったなあ。

○アドバイスもいいけど、自分の作品の

よい所を褒められるとやる気がでるわ。

○頑張っている作品だけど、地図があっ

た方が絶対いいと思うな。

○背景が地味だなあ。明るくして目立つ

ようにした方がいい作品になると思う。

○ていねいに仕上げてあるから、それは

認めてあげよう。
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Ⅴ 研究の結果と考察

１ 情報共有のよさを実感し、情報を有効に活用す

る意欲は高まったか

生徒間の情報共有は必要に応じて班Roomやクラ

スRoom、学年Roomの各ページに設置した掲示板を

活用して行った。

作品の修正を行うポイントをお互いにアドバイ

スする場面では、クラスRoomの掲示板を利用した。

クラスRoomの掲示板を用いることで、すべての生

徒が参加して、アドバイス交換が行えるだけでな

く、クラス全員のアドバイス交換の様子を一覧で

見ることができ、生徒の作品構想に役立った。

作品制作に必要な工夫点について考えさせる場

面では、学年Roomの掲示板を用いることで、各ク

ラスで出された意見の中から、自分の作品づくり

に生かせる内容を見つけて参考にしていた。この

ような掲示板を用いた情報共有について、生徒の

感想は次のようであった。

○みんなで情報を持ち寄ったので、ポスターの構想に必要なた

くさんの工夫点を知ることができた。

○見本だけでなく掲示板を見たことが構想に役立った。

○自分のクラスだけでなく、他のクラスの友達の意見まで知る

ことができ、便利だと思った。

生徒の感想から、皆で持ち寄った情報を共有す

るよさや、掲示板を用いることで他のクラスの友

達の意見まで参考にできたことに、有効性を感じ

ていることが分かった。

図３は掲示板による友達との交流を、実際の作

品制作に活かした例を示している。

作品の構想の段階では、必要な観点を知るため

に、生徒が見本から気付いた作品のよさや工夫点

を、学年Roomの掲示板に投稿した。そして、それ

ぞれの意見をもとに、口頭による話し合いによっ

て、四つの観点にまとめることができた。この四

つの観点を参考にして、生徒は作品をより良くす

るためのアドバイス交換を、クラスRoomの掲示板

で行った。

抽出生徒の作品を見ると、生徒Ａは伝えたい対

象を大きくし、生徒Ｂは地図を載せて場所と配置

が分かるようにしている。また、生徒Ｃは背景の

色を変えてポスター全体を目立つようにしてい

た。このように生徒は、具体的な改善点を示した

り、友達からのアドバイスを自己のポスターの制

作や修正に活かしたりすることができた。

生徒が構想に必要な工夫について投稿した意見の例

友達との交流による作品の変容

もとの作品 アドバイス 変更された作品
の内容

生

徒

Ａ

生

徒

Ｂ

生

徒

Ｃ

図３ 友達との交流を作品制作に活かした例

授業の前後に実施した、情報活用にかかわるア

ンケート（対象111名）では、次のような回答結

果であった。

授業実践前（７月）、授業実践後（12月）で、

「問題を解決していくときにコンピュータやイン

◇オリジナリティーやアイデア

◇機能的な工夫

◇配色や効果の工夫

◇構成や配置の工夫

ポスターを構想する際に必要な四観点としてまとめる

【生徒の意見】

○伝えたいことを大きく表す

○大事なことは真ん中あたりに置く

○タイトルを大きくする

【生徒の意見】

○グラフを入れると分かりやすい

○地図を入れるといい

○何があるのかはっきりさせる

【生徒の意見】

○見たことがないものは目をひく

○新しいものは興味をわかせる

○人まねではないと新鮮

【生徒の意見】

○背景の色を薄くして対象を目立た

せる

○明るい色でまとめると目をひく

○カラフルで見る人が楽しめる

【友達から】

◇構成や配置の工夫

○伝えたいものを大

きく目立たせた方が

いいと思います。

【友達から】

◇機能的な工夫

○地図を載せて場

所が分かるとよい

と思います。

【友達から】

◇配色や効果の工夫

○背景が地味で目を

ひきません。全体的

に目立つようにする

といいと思います。
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ターネットは有効だと思う」（図４）という質問

について「思う」「やや思う」と回答した生徒は

62%から65.3%に増加した。

また、「あまり思わない」「思わない」と回答

した生徒は7.4％から5.1%に減少した。

図４ 問題を解決していくときにコンピュータやイン

ターネットは有効だと思う

「いろいろな人と協力するときにコンピュータ

やインターネットは有効だと思う」（図５）とい

う質問では「思う」「やや思う」と回答した生徒

は53.7%から61.2%に増加し、「どちらともいえな

い」と回答した生徒は38.9%から31.6%に減少した。

図５ いろいろな人と協力するときにコンピュータ

やインターネットは有効だと思う

アンケートの結果から、問題の解決や協同して

作業を行う際に、コンピュータやインターネット

を有効に活用しようとする意識が高まっているこ

とが分かった。

このように、生徒は身近な友達、クラス全員や

他のクラスの友達と、アイデアやアドバイスの交

流を行う経験を通して、情報共有のよさに気付き、

積極的に情報を収集し作品制作に活用していた。

２ ルールやマナーの必要性を実感し、情報を適切

に扱う態度が育ったか

班のメンバー、クラスや学年の友達と繰り返し

交流する活動を通して、生徒の投稿内容は次のよ

うに改善されていった。

抽出生徒ａ、ｂ、ｃが掲示板に投稿した内容を

以下の図６、７に示す。図６は授業実践第１時に

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

1 2 月

7 月

思 う や や 思 う ど ち ら と も あ ま り 思 わ な い 思 わ な い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12月

7月

思う やや思う どちらとも あまり思わない 思わない

班長の選出について、班Roomの掲示板で話し合っ

た投稿の内容である。抽出生徒ａの投稿は、日常

の話し言葉が中心で、アイコンを無駄に多用して

いる。生徒ｂ、ｃについても同様で、相手への配

慮が不足しており、遊び感覚の無意味な内容も見

られる。

生徒ａ

生徒ｂ

生徒ｃ

図６ 友達への投稿の内容（第１時）

図７は、第４時に自己のポスターの工夫点につ

いて、クラスRoomの掲示板で交流した際の投稿内

容である。生徒ａ、ｂ、ｃともに、自分のポスター

のよさや工夫したところ、友達に見てもらいたい

ところなどを投稿していた。生徒ｃは、今後予定

している改善点を記述するなど、具体的に、分か

りやすい言葉で伝えようとしていた。

生徒ａ

生徒ｂ

生徒ｃ

図７ 友達への投稿の内容（第4時）

このように、作品制作に必要な情報をお互いに

交換するなど、目的をもった情報の受発信は、相

手を意識した言葉遣いや情報を正確に伝えようと

する態度を身に付ける上で、有効であった。

生徒の「みやＧＯねっと」の掲示板への投稿内

容について、第１時（全97件）、第４時(全89件）

を比較したところ次頁図８のようになった。

「相手の気持ちに配慮していない」「不適切な

言葉遣い」の投稿の割合は第１時に比べ、第４時
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は減少していた。特に、「相手の気持ちに配慮し

ていない」内容の投稿はほとんどなくなった。

図８ 不適切な言葉遣いや相手の気持ちに配慮し

ていない投稿件数の変化

また、前述のアンケートにおいて「相手の気持

ちを考えて情報発信することが大切だ思う」（図

９）という質問について「思う」と回答した生徒

は65.7%から76.5%に増加した。

図９ 相手の気持ちを考えて情報発信することが

大切だと思う

「インターネットを利用するときのルールやマ

ナーを守ろうと思う」（図10）という質問につい

ては「思う」「やや思う」と回答した生徒は81.5%

から94.9%に増加した。また「どちらともいえな

い」と回答した生徒が16.7%から3.1%に減少した。

図10 インターネットを利用するときのルールやマ

ナーを守ろうと思う

アンケートの結果から、相手の気持ちを意識し

た情報の発信や、ルールやマナーを守ることの必

要性について、生徒の意識が一層高まっているこ

とが分かった。

このように、生徒は「みやＧＯねっと」による

受信者・発信者の体験から、友達との交流におい

てどんな点に気を付ければ、お互いに気持ちよく

ネットワークを活用できるか考え、実行できるよ

うになっていった。

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

1 2月

7月

思 う や や 思 う ど ち ら と も あ ま り 思 わ な い 思 わ な い

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

1 2月

7月

思 う や や 思 う どちら とも あ ま り思 わな い 思 わな い

1%

13%

3%

14%

0% 5% 10% 15% 20%

第4時

第1時

相手の気持ちに配慮していない 不適切な言葉遣い

Ⅵ 研究のまとめ

１ 成果

○ 学年、クラス、班のRoomに設置した掲示板で

の交流を、ポスターづくりに活かす活動を通し

て、情報を持ち寄り、共有することのよさに気

付き、情報の有効活用の意欲が高まった。

○ 「みやＧＯねっと」を活用した、班やクラス、

学年の友達と繰り返し交流する活動を通して、

相手に配慮した表現や正しく伝えることの必要

性に気付き、実践する態度が身に付いた。

２ 課題

○ 十分に活用できなかったチャットやアンケー

トなどの機能について、有効に活用していくた

めの学習計画を検討していきたい。

○ 情報共有機能を生徒が自ら選択し、適切に活

用できるよう、学習用のワークシートと活用マ

ニュアルをさらに充実させていきたい。

このように、「みやＧＯねっと」を活用した学

習は、生徒の情報を有効に活用する意欲を高め、

情報を適切に扱う態度を育てるなど、技術・家庭

科の情報通信ネットワークの学習において、情報

活用能力の育成を図る上で有効であると考える。

「みやＧＯねっと」のように、生徒が実際に情

報共有・情報交換を体験できる学習環境は、情報

活用能力をバランスよく育てていく上で効果が大

きい。オープンソースなどを利用した、Ｗｅｂサ

イト教材が広く活用されることにより、技術･家

庭科の情報通信ネットワークの指導の充実が図れ

ると考える。
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